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論文名  中国企業の海外進出「走出去」の研究 














1 に、78 年の鄧小平による改革開放政策開始、第 2 に、93 年の社会主義市場経済シス
テム確立、第 3 に、01 年の WTO 加盟である。この 3 点は、いずれも中国経済が国際化
へ向けて転換を始めた革命的なエポックメーキングの年であり、今日の中国経済発展の
基礎を築いた年でもある。筆者の本研究論文で扱う主体領域は、第 3 の、01 年中国 WTO
加盟を契機とした国有企業や民間企業の海外進出（走出去）についてである。 














題となる①尚徳・MSK の M&A と②三九・東亜の M&A ケーススタディである。第 1 章で中





















の M&A 研究から実証した点である。第 2 に、無錫市地方政府の産業支援策「尚徳モデル」
への取り組み内容を明らかにし、意義ある結論を導いた。今後、地方政府の支援を受け
た中国企業の海外進出が増加していくといえる。第 3 に、尚徳・三九の二つのケースス
タディから、中国企業が海外市場と先進的な技術・資源・人材などを求めて、今後ます
ます中国企業の海外進出が加速化するといえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
